
活動報告 

団 体 名 西原村木もくプロジェクト 

活 動 名 被災地西原村における木工ものづくりを通じた住環境改善と生きがい創出活動 

活動期間 2017年 10月～2018年 3月 

活動の成果 

①仮設住宅等での家具づくりを通して、住環境改善と住民主体の活動をサポート
（計 4件）  
仮設住宅等の仮住まいの場所に合った棚や、公共施設のごみ分別箱を、希望者の
ニーズに合わせて製作。組み立ての際は、希望者が主体となり、スタッフは支え役
としてサポートした。  
②村内イベント等での木工小物づくりを通して、生きがいづくりや木育の機会を
創出  
・木のネックレス・キーホルダーづくり開催（西原村ふれあい祭り、計 56 名参
加）  
・木のフラワーベースづくり開催（第 1回計 15名、第２回計 13名参加）  
・木工ものづくりイベント「もくもく広場」を主催（計 51世帯、131名参加）  
熊本県内で木育活動を実施する３団体と協力し、家族で様々な木工体験をするイ

ベントを主催。木もくプロジェクトブースでは、木のミニラックや傘立てを製作。  
③建築士による解体家屋の記録を残すサポート（計 2件）、住まいの相談会（もく
もく広場内で実施）  
④母子世帯を対象とした、被災家屋の簡易修繕（計 1件）  
地震によって天井が剥がれていた部分を、大工ボランティアと協力して解体・新
しく天井をつけなおした。 

寄付者への 

メッセージ 

本助成金を活用し、これまでの活動に加え、木工ものづくりイベントを主催す
るなど、西原村において様々な支援を展開することができました。寄付してくだ
さった方々に改めて感謝を申し上げます。ありがとうございました。 

（活動のようす） 

 

 
 

 



 

 
 

 

 


